
東京工業大学理学院物理学系 

学士論文研究発表会 

素粒子・原子核・宇宙理論分野 

 

日時：平成３１年２月１５日（金）14:00－17:00 

場所：南５号館 Ｓ５１１ 

発表時間：２０分（発表１５分＋議論５分） 

 
注意：４年生は必ず最初から最後まで出席し，１人１回以上質問すること。 

時間 氏名 論 文 題 目 指導

教員 
副審

査員 
14:00-14:20 神保 賢成 自発的対称性の破れと Weinberg-Salam 理論 伊藤 今村 

14:20-14:40 下田 亮太 位相的場の理論と超弦理論の関係 今村 伊藤 

14:40-15:00 堀川 真吾 超弦理論の Green-Schwarz 定式化とその応用 今村 伊藤 

15:00-15:20 森田 雄大 
Cloudy Bag Model を用いたハドロン質量におけるフレー

バーSU(3)対称性の破れの検証 
慈道 今村 

20 分休憩 
15:40-16:00 宮下 優一 暗黒エネルギー 山口 須山 

16:00-16:20 和田 尚弥 一般相対論における表面項 山口 須山 

16:20-16:40 沖島 岳 原始重力波とパルサー観測による制限 須山 山口 

16:40-17:00 竹部 航 ブラックホールと熱力学 須山 山口 
 



日時： 平成31年2月21日( 木)
会場： 本館　 H114講義室
発表時間： 1人20分 （ 発表15分、 議論5分）
＊注意： ４ 年生は最初から 最後まで出席し 、 1人1回以上質問するこ と 。

●セッ ショ ン1 司会・ 時計： 吉留( 中村研）
時間 指導教員 副査

10: 10-10: 30 久世 中村

10: 30-10: 50 久世 藤岡

10: 50-11: 10 陣内 河合

11: 10-11: 30 陣内 中村

11: 30-11: 50 藤岡 陣内

●セッ ショ ン2 司会・ 時計： 泉山( 久世研）
時間 指導教員 副査

13: 00-13: 20 中村 宗宮

13: 20-13: 40 中村 久世

13: 40-14: 00 河合 陣内

14: 00-14: 20 河合 宗宮

14: 20-14: 50 宗宮 藤岡

学生代表 森川( 久世研） 、 谷( 藤岡研）
会場係 準備： 安達( 河合研） 、 庭野( 河合研） 、 井上( 宗宮研）

片付： 安田( 中村研） 、 松崎( 陣内研） 、 奥山( 陣内研）

奥山　 広貴

森川　 晴也

泉山　 将大

井上　 崇 重力波望遠鏡における地下水の重力勾配雑音の研究

庭野　 聖史 天体画像解析パイ プラ イ ンのGPUを 用いた高速化

安達　 稜
ブラ ッ ク ホールX線連星MAXI  J1820+070の可視光放射の変
動

平成30年度　 物理学科　 学士論文研究発表会　 <素粒子・ 原子核・ 宇宙実験分野>

氏名

谷　 結以花 時間反転対称性の破れの探索に向けた103Rhの中性子共鳴
吸収反応の測定

吉留　 勇起 

発表題目

将来のニュ ート リ ノ 実験に向けた3イ ンチPMTの性能評価

ハイ パーカ ミ オカ ンデ実験のエレ ク ト ロニク スのための
タ イ ミ ング配布装置の開発

GAGGシンチレ ータ 行列と MPPCを 用いたγ線スペク ト ル検
出器の開発

電子陽電子対消滅実験を 用いたフ ェ ルミ 黄金律に伴う 補
正項の検証

ダイ ニュ ート ロン探索のための高精細中性子検出器の開
発

非束縛中性子過剰核分光のための荷電交換反応の研究

氏名 発表題目

松崎　 貴由

安田　 聖



平成 30 年度 物理学科 学士論文研究発表会 物性物理理論系 
 
 

日  時：平成 31年 2月 22日（金）9:00-14:40 

場  所：大岡山 本館 284A・B 物理学系輪講室 
 

  

 

時間 

 

氏名 タイトル(文献名) 主査 副査 

9:00-9:20 砂川 滉太 量子アニーリングを用いたクラスタリング 西森 村上 

9:20-9:40 清原 越生 
人工ニューラルネットワークを利用した Bose-
Hubbard 模型の基底状態の解析 

古賀 河村 

9:40-10:00 田中悠太朗 
空間反転対称性を持つ高次トポロジカル絶縁体

のバルク-ヒンジ対応 村上 斎藤 

10:00-10:20 落合 直樹 1 次元非調和鎖系における異常熱輸送の解析 笹本 西田 

休憩（20 分） 

10:40-11:00 網谷 達也 量子異常とカイラル輸送現象 西田 村上 

11:00-11:20 中村 毅海 
スピングラスの量子アニーリングにおけるエネ

ルギーギャップ 
西森 古賀 

11:20-11:40 土田 寛人 長周期構造修飾グラフェンの電子構造解明 斎藤 笹本 

11:40-12:00 大隅 健 らせん構造を持つ物質における軌道磁化 村上 河村 

休憩(1時間 20分) 

13:20-13:40 内田 悠斗 
量子 Hall 系における時空対称性と共変な有効作

用 西田 古賀 

13:40-14:00 Trilaksono Jordy Numerical study on lasing of Li-Lyα with a traveling-
wave excitation scheme in recombining plasma 河村 斎藤 

14:00-14:20 荻原 琢磨 
連続時間量子モンテカルロ法による Coqblin-
Schrieffer モデルの解析 古賀 笹本 

14:20-14:40 伊藤 智哉 
第一原理電子構造計算によるグラフェンの半導

体化の研究 斎藤 西森 

 
  

各発表は 15 分（発表）＋5分（質問）とする。（発表時間は厳守のこと）  

卒研生は最初から最後まで出席し、必ず 1回以上質問し積極的に議論に参加すること。 

卒研生・指導教員以外の聴衆（特に学部 3年生）からの質問も歓迎する。  

 



■　日　　時 平成31年2月21日（木）　

■　場　　所 大岡山 本館 H112講義室（午前）、H113講義室（終日）

※各発表は15分（発表）＋5分（質問）とする。（発表時間は厳守のこと）

※物性実験グループの卒研生は、必ず1回以上質問し、少なくとも12件以上の発表について

　 感想や意見を配付された用紙に記入し、終了後に提出すること。

※卒研生、指導教員以外の聴衆（特に学部3年生）からの質問も歓迎する。

第1会場　H112（本館1階）

氏名 タイトル 主査 副査

1 9:20 ～ 9:40 磯崎健太 Kitaev模型候補物質RuCl3の元素置換効果 田中 藤澤

2 9:40 ～ 10:00 渡辺一充 新規三角格子反強磁性体A2LiRuCl6 (A=Cs, Rb)の低温磁性 田中 大熊

3 10:00 ～ 10:20 岩野亜希人　 ネルンスト効果で探る超伝導渦糸状態 大熊 田中

4 10:20 ～ 10:40 中西優馬 超伝導体におけるクロッギングの臨界現象 大熊 藤澤

5 10:50 ～ 11:10 平澤太一
電界効果による量子ホールエッジチャネルの縦光学フォノン散乱の
抑制

藤澤 金森

6 11:10 ～ 11:30 内野智貴 エアブリッジ型電極による量子アンチドットの作製と測定 藤澤 宗片

7 11:30 ～ 11:50 溝内雄太
クライオ超解像観察のための波長可変光源の最適化および細胞の
超薄切片試料の作製

松下 相川

8 11:50 ～ 12:10 滝島研人
クライオ蛍光顕微鏡の長時間温度安定化のための冷却水循環シス
テムの構築と伝熱工学を用いた解析

松下 納富

時間

　休憩（10分）

平成30年度 物理学科 学士論文発表会 物性物理実験系　（1/3）



■　日　　時 平成31年2月21日（木）　

■　場　　所 大岡山 本館 H112講義室（午前）、H113講義室（終日）

※各発表は15分（発表）＋5分（質問）とする。（発表時間は厳守のこと）

※物性実験グループの卒研生は、必ず1回以上質問し、少なくとも12件以上の発表について

　 感想や意見を配付された用紙に記入し、終了後に提出すること。

※卒研生、指導教員以外の聴衆（特に学部3年生）からの質問も歓迎する。

第2会場　H113（本館1階）

氏名 タイトル 主査 副査

1 9:20 ～ 9:40 辰巳尭
化合物半導体中のMnのSTM/STS観測と電子構造計算による電子
状態の解明

吉野 平原

2 9:40 ～ 10:00 樋渡功太 α -Sn薄膜の作製と外場による電子構造の制御 吉野 平山

3 10:00 ～ 10:20 久川紫暢
Ｉｎ原子鎖上へのBi原子吸着による表面１次元ラシュバ系構築の試
み

平山 吉野

4 10:20 ～ 10:40 小林俊博 Bi(111)薄膜表面のSTM/STS測定 平原 吉野

5 10:50 ～ 11:10 上村高広 相変化材料を用いた光トポロジカル相転移の検討 納富 宗片

6 11:10 ～ 11:30 井伊崇仁 フォトニック結晶におけるアンダーソン局在の研究 納富 大熊

7 11:30 ～ 11:50 三枝良輔
パラ水素結晶の弾性振動モードを励起させるための超音波共振器
の開発と定在波を可視化する試み

金森 納富

8 11:50 ～ 12:10 宮下恭子
N2分子3重項励起状態の超微細相互作用を解明するための近赤外
レーザー飽和吸収分光システムの開発

金森 上妻

平成30年度 物理学科 学士論文発表会 物性物理実験系　（2/3）

時間

　休憩（10分）



■　日　　時 平成31年2月21日（木）　

■　場　　所 大岡山 本館 H112講義室（午前）、H113講義室（終日）

※各発表は15分（発表）＋5分（質問）とする。（発表時間は厳守のこと）

※物性実験グループの卒研生は、必ず1回以上質問し、少なくとも12件以上の発表について

　 感想や意見を配付された用紙に記入し、終了後に提出すること。

※卒研生、指導教員以外の聴衆（特に学部3年生）からの質問も歓迎する。

第2会場　H113（本館1階）

氏名 タイトル 主査 副査

1 13:10 ～ 13:30 木内宏紀 ナノ粒子実験系の安定化システムの作成 相川 松下

2 13:30 ～ 13:50 四谷泰佑 ナノ粒子のラマン冷却に向けた半導体レーザーの製作 相川 上妻

3 13:50 ～ 14:10 高梨健太 153Eu原子の磁気光学トラップ 上妻 相川

4 14:10 ～ 14:30 吉川尚貴
基底状態ユウロピウムの磁気光学トラップに向けたリパンプ遷移の
分光

上妻 金森

5 14:40 ～ 15:00 濱田敦志
生体組織中における円偏光の散乱経路及び偏光状態のシミュレー
ション

宗片 松下 ☆

6 15:00 ～ 15:20 伊藤涼平 AlOx/AlAs複合トンネルバリアを有するSpin-LEDの作製と評価 宗片 田中 ☆

☆印の発表を聴講する際には、入室時に書類への署名が必要となります。

平成30年度 物理学科 学士論文発表会 物性物理実験系　（3/3）

時間

　休憩（10分）



東京工業大学理学部物理学科 

卒業論文発表会プログラム 
 

日時： 2018 年 8 月 3 日（金） 11：00～11：20 

会場：すずかけ台 J3 棟 12 階 1212 号室（未来研セミナー室） 

発表時間： 20 分（発表 15 分＋議論 5 分） 
 

 

時 間 氏 名 論文タイトル 指導教員 副査 

11:00～11:20 谷井 智樹 磁化を活用した平行導波路型光スイッチの提案と解析 宗片 比呂夫 
平山 

河村 
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